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2-1 定位放射線治療装置は以下の要件を満たすこと。

2-1-1 直線型加速装置であること。

2-1-2 6MVのX線照射装置であること。

2-1-3 線量率800MU/minが可能であること。

2-1-4 6軸駆動のロボットマニュピュレータに搭載された構造であること。

2-1-5
ロボットマニピュレータは手動で治療室内からコントロール可能なシステムで、コントローラー
を付属すること。

2-1-6 5ｍｍから60ｍｍの範囲の円形コリメータを複数個有すること。

2-1-7 上記円形コリメータの透過率は0.2％未満（平均値）であること。

2-1-8 12種類の照射野を設定できる可変コリメータを有すること。

2-1-9 上記可変コリメータの再現性は0.2㎜以内で、透過率は0.2％未満（平均値）であること。

2-1-10 最大照射野サイズ100㎜×100㎜以上のマルチリーフコリメータを有すること。

2-1-11 2-1-10のマルチリーフコリメータは内部カメラを搭載しリーフポジションの確認が行えること。

2-1-12 自動でコリメータハウジングを交換するチェンジャーを有すること。

2-2 放射線治療位置決め機能は以下の要件を満たすこと。

2-2-1 ｋV撮影機能を有すること。

2-2-2
2つのX線線源と2つの画像検出器で構成されていること。X線管球は天井に取り付け画像検
出器は床埋込構造であること。

2-2-3
CTで撮影した基準画像と治療中に撮影したX線画像を比較し、位置のずれを補正する機能を
有すること。

2-2-4
頭蓋内病変治療において頭蓋骨の骨構造を直接追尾し、ターゲットの追尾及び補正する機
能を有すること。

2-2-5
頭蓋外に位置する病変治療において、フィデューシャルマーカーを使用した追尾機能を有す
ること。

2-2-6 患者が仰臥位において、骨格構造を追尾できる機能を有すること。

2-2-7 患者が腹臥位において、脊椎ターゲットの治療をサポートする機能を有すること。

2-2-8 呼吸追尾機能を有すること。また、追尾精度は1mm以内であること。

2-2-9 呼吸追尾には光ファイバーを用いたLEDマーカーを使用できること。

2-2-10
呼吸追尾に必要な光ファイバーを用いたＬＥＤマーカー用ベストは、患者のサイズに合わせ3
種類の設定があり各サイズ1セット備えること。

2-2-11 体表面をスキャンすることにより位置補正する装置を準備すること。

2-2-12 撮影した画像の保存機能を有すること。

2-2-13 撮影した画像は放射線治療RISに登録できること。

１　場所・期限

　　　納入場所　　南棟　第３放射線治療室

　　　納入期限　　2024年11月30日(土）

２　調達物品に備えるべき技術的要求用件 （性能・機能に備えるべき要件） 



2-3

2-3-1 放射線治療計画装置を4式準備すること。

2-3-2 追尾システムに対応する治療計画装置であること。

2-3-3 CPUは、6コア×2個相当以上、メモリは、48GB以上の機能を有すること。

2-3-4 画像データ、VOI、線量の3Dレンタリング機能を有すること。

2-3-5 臨床目標パラメーターを入力する最適化機能を有すること。

2-3-6 Deformable Image Registration機能があること。

2-3-7
定位照射のための三次元治療計画計算機能を有すること。また、最適化時に臨床目標パラ
メータを登録し、次回以降再使用できる機能を有すること。

2-3-8 CT、4DCT、MR、PETの画像モダリティをプライマリーCTに重ね合わせる機能を有すること。

2-3-9 頭蓋内、頭頸部及び男性骨盤内において解剖情報の自動分割が可能であること。

2-3-10
線量計算のアルゴリズムは、レイトレイシング法，有限サイズペンシルビーム法及びモンテカ
ルロ法の３種類を搭載していること。

2-3-11 データ保存領域を既存のデータベースと共有できること。

2-3-12 治療計画作業中にセカンダリ画像セットを取り込む機能を有すること。

2-3-13 標的体積から正常組織間での距離に応じて線量を制約できる機能を有すること。

2-3-14 放射線治療装置Radizactの治療計画が可能であること。

2-3-15 治療計画を放射線治療装置に転送可能であること。

2-3-16 放射線治療計画が放射線治療RISに登録できること。

2-3-17 放射線治療計画画像が放射線治療RISに登録できること。

2-3-18 カラーレーザープリンターで印刷できること。

2-3-19 放射線治療計画が放射線治療計画独立検証システムに転送可能なこと。

2-3-20 治療計画装置EclipsとARIAを、南棟の放射線治療操作室に移設すること。

2-3-21
過去に作成された治療計画を重ね合わせるために治療計画装置EclipsとRaystationと接続設
定を行うこと。

2-4 高精度リファレンス線量計システム以下の要件を満たすこと。

2-4-1 ２チャンネルの高精度電位計を1台準備すること。

2-4-2 Edge detector　1本準備すること。

2-4-3 CC01型イオンチャンバーを1本準備すること。

2-4-4 Exradin A12Sチャンバーを2本準備すること。

2-4-5 BNC-BNC２５ｍ延長ケーブルを3本準備すること。

2-4-6 小型自動乾燥保管庫を１台準備すること。

2-4-7 WP34型水ファントムを1台準備すること。

2-4-8 チャンバーホルダ各種を1式準備すること。

2-4-9 検定書付き防水型温度計を１台準備すること。

2-4-10 検定書付き気圧計を１台準備すること。

2-4-11 角度計を１台準備すること。

放射線治療計画装置は、以下の要件を満たすこと。



2-4-12 湿度計を1台準備すること。

2-4-13 除湿器2台を準備すること。

2-4-14 SRS-MapCheck用の配線を準備し設置を行うこと。

2-5 治療計画検証機器は以下の要件を満たすこと。

2-5-1 IMRT検証用 Phantomを準備すること。

2-5-2 IMRT検証用 Phantom用のCC01型イオンチャンバー用のインサートを準備すること。

2-5-3 フィルム読み取り用のフラットベッドスキャナを1台準備すること。

2-5-4 QA⽤GAF Chromicフィルム　カット済みを10箱準備すること。

2-5-5
放射線治療計画MU独立検証システムを準備すること。検証結果を放射線治療RISに出力で
きること

2-5-6
2-5-5の機器のハード及びソフトウェアーの接続設定及びインストレーションとトレーニングを
行うこと。

2-6 日常点検機器は以下の要件を満たすこと。

2-6-1
イメージャーの線量管理のためにX線装置品質管理用測定器を準備すること。線量、線量
率、管電圧（kVp）、半価層（HVL)などの基本的なパラメータを同時測定できること。

2-7 患者固定具は以下の要件を満たすこと。

2-7-1 既存の頭頚部固定システムのベースプレートを１個準備すること。

2-7-2 2-7-1で使用するヘッドレストシステムを2セット準備すること。

2-7-3 2-7-1で使用するウレタン製ヘッドレストトシステムを1セット準備すること。

2-7-8 両手挙上補助具通常タイプ及び延長タイプを各１個準備すること。

2-7-9 Type-Sオーバーレイボード　を１個準備すること。

2-7-10 リンググリップ　を１個準備すること。

2-7-11 治療天板ロックバー(HM-BAR)　を2個準備すること。

2-7-12 既存のエスフォーム頭部用固定プレート（カーボン製ESF-12NE）を2個準備すること。

2-7-13 既存のエスフォーム頸部・肩用プレート（カーボン製ESF-14C）を2個準備すること。

2-7-14 既存のエスフォーム固定シェル頭部用（黒オープンタイプ　１０枚入り）を１箱準備すること。

2-7-15 既存のエスフォーム固定シェル頸部・肩用（ESS-25　１０枚入り）を１箱準備すること。

2-7-16 既存のプリフォーム枕B、C、F各タイプ（T字タイプ）を各１個準備すること。

2-7-17 既存の膝固定具と同一製品を１個準備すること。

2-7-18 既存の踵固定具と同一製品を１個準備すること。

2-7-19 2-1-17と2-1-18を取り付けるベースプレート１個準備すること。

2-7-20 ハンドグリップ付きのストラップを１個準備すること。

2-7-21 治療天板用インデックスバー（ESF-48）を2本準備すること。

2-7-22 当院既存のEボード　A、B、C　各タイプ１枚準備すること。

2-7-23 治療天板に敷くマット2000×50×20mm　を１枚準備すること。

2-7-24 治療天板に敷くマット1000×50×20mm　を１枚準備すること。

2-7-25 治療天板に敷くマット500×50×20mm　を１枚準備すること。



2-7-26 トラッキングベストを3サイズ準備すること。

　 　

2-8 医療情報の接続設定は以下の要件を満たすこと。

2-8-1 放射線治療RISのMOSAIQと接続設定を行い、治療実施情報を電子カルテに送信できること。

2-8-2
放射線治療装置で使用中の放射線治療RISのMOSAIQシーケンサ、クライアント端末、モバイル端末
の整備を行い、南棟へ移設後接続設定を行うこと。

2-8-3 治療RISの受付状況を表示のための32インチ以上のモニターを設置し接続設定を行うこと。

2-8-4 病院の画像サーバーと接続設定を行い、放射線検査装置で取得した画像を受信できること。

2-8-5 既存のSRSMapCHECKに治療情報を送信する設定を行い、治療計画実測検証が行えること。

2-8-6 MU検証機器の接続設定を行うこと。

2-8-7 ネットワーク、セキュリティポリシー要件を満たすための接続設定を行うこと。

2-8-8
当院の過去の治療計画情報を利用するために、治療計画装置Eclipseと治療計画装置
Raystationとの接続設定を行うこと。DicomRTにてデータのやり取りがOn-Lineにて可能とする
こと。

2-9 その他

2-9-1 放射線治療室内に指定の収納システムを設置すること。

2-9-2 固定具を収納するための複数段形状のカートを準備すること。

2-9-3 治療室内を監視するための監視カメラシステムを設置すること。

2-9-4
操作室に機器を操作するための机と椅子を設置すること。既設の放射線治療室の机と椅子
の仕様に統一すること。

2-9-5 治療室内に音楽を流すための機器を設置すること。

2-9-6 操作室と治療室間の双方向通話ができるマイク・スピーカーシステムを設置すること。

2-9-7 生体監視モニターを設置すること。操作室にて確認可能な画面を設置すること。

2-9-8 治療室内に指定の更衣室を作成し、脱衣かご、鏡、カーテンを準備すること。

2-9-9 空気清浄装置を2台準備すること。

2-9-10
放射線治療装置の方向利用率を算出する装置を準備すること、１日、１週間、３ヶ月のそれぞ
れの方向利用率の算出が可能であること。結果を印刷できること。印刷は既存のプリンター
への出力ちし、不可能な場合はプリンターを準備すること。

2-9-11
治療室内にレーザーポインタを左右、患者足側壁面及び天井に設置すること。また、レー
ザーの操作および調整はリモコン式であること。

2-9-12 Radixact装置に患者への負担軽減を目的とした、SGRT機器を追加すること。

2-9-13 操作室内にて患者待合廊下の監視カメラ映像が確認できること。

2-9-14
本館地下1階の放射線室にある収納棚、操作卓、椅子等の備品を南棟の1階放射線治療部
門の指定個所に移設すること。

2-9-15
照射中に患者自ら操作室の職員を呼ぶための呼出機能を準備し、第1放射線治療室、第2放
射線治療室、第3放射線治療室に設置すること。

3-1 本装置の設置に必要な所轄官庁への申請等について、作成及び届出の支援を行うこと。

3-1-1 使用許可に係る変更許可申請書を作成すること。

3　申請書類作成に関する要件



3-1-2 診療用高エネルギー放射線発生装置変更届を作成すること。

3-1-3 診療用エックス線装置等設置届を作成すること。

3-1-4 高周波利用設備許可変更申請書を作成すること。

3-1-5 遮へい計算書作成は複合計算を行うこと。

3-1-6
旧放射線治療システムの廃止に関する届出に必要な所轄官庁への申請等について、作成及び届出
の支援を行うこと。

4　据付・搬入・配線・撤去・調整等の設置条件に関すること

第3治療室における据付・搬入・配線・撤去・調整等の設置条件に関しては以下の要件を
満たすこと。

また、医療機器備品の設置に伴う付帯工事については、建設業法にかかる法令を順守
すること。

4-1-1 メーカー標準設置計画書に従い搬入・設置すること。

4-1-2 各機器を所定場所に搬入設置し、専用ケーブルを使用して設置すること。

4-1-3 設置完了後、各機器を調整し、放射線を発生可能にすること。

4-1-4 原子力規制庁の施設検査に合格後、放射線のビームデータの確認をすること。

4-1-5
放射線治療装置ベース設置工事を行うこと。治療室床のフローピット内にRobotフレーム、RC
フレーム、Imaging Tubをフローテンプレートを用いて設置し、ケミカルアンカーで固定するこ
と。

4-1-6
治療室天井スラブに、X線管球用、同様冷却装置用の架台を各２箇所、シンクロニー検出部
用架台１箇所を天井インサートに接続し固定すること。

4-2-1 第3放射線治療室への定位放射線治療装置の設置工事を行うこと。

4-2-2 定位放射線治療装置を使用するための給排水・電気設備の設置を行うこと。

4-2-3 定位放射線治療装置を使用するための空調設備の設置を行うこと。

4-2-4 第3放射線治療室内の内装工事を行うこと。

4-2-5 内装の仕様、工事の詳細は病院職員と協議して決定すること。

4-3-1 病院職員と協議の上、病院の承認後に着工するものとする。

4-3-2 設置工事に係る費用は、請負業者負担とする。

4-3-3
機器搬入にあたっては、その搬入経路の壁床等に養生・補強等を施すこと。また、別途
指示のあった場合はその指示の通りとすること。万一、発注者の建物及び物品に損傷を与え
た場合は、職員に報告するとともに、速やかに現状に復すること。

4-3-4
万一、機器搬入及び据付工事の際、過って病院の躯体、設備、器物等に損傷を与えた場合
は、自己の負担において速やかに修復すること。

4-3-5
機器搬入及び据付工事に必要とする病院内での一般光熱水費は原則として病院が負担す
る。但し、溶接ガス等特殊なものは請負業者負担とする。

4-3-6 リモートメンテナンスが可能な場合は接続設定を行うこと。



5-1
本館地下１階の現有の放射線治療装置及びCTシミュレータ、X線透視装置とそれらの装置に
付随する周辺機器の撤去及び搬出を行うこと。

5-1-1
臨床使用終了後、放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律に従い速やか
に撤去及び搬出を行うこと。

5-1-2
現有の放射線治療装置の撤去時に発生する放射化物の搬出に係る書類作成を支援するこ
と。

5-1-3 現有の放射線治療装置撤去時に発生する放射化物の引き渡しを行うこと。

5-1-4 現在の放射線治療室の備品について病院職員の指示に従い移設すること。

6　提出書類

6-1 納品書、納入品のリスト及び写真（電子データ）、請求書　他　付属書類

6-2
設置に係る届出や申請書に関しては、必要書類を作成し、本院担当者へ提出すること。提出
は印刷物３部と電子データを提出すること。

7　その他

7-1 搬入計画に関すること

7-1-1
納入日程に関しては、納入計画書を作成し、落札決定後３週間以内に発注者に提出するこ
と。

7-1-2 必要に応じて双方協議のうえ決定する。

7-2 保守体制・障害支援体制に関しては以下の要件を満たすこと。

7-2-1
病院職員の立会いのもと、機器及び連携する装置等（ハード及びソフトウェア）全体が正常に
動作することを確実に確認するとともに、納入後１年以内の通常使用による故障及び障害に
対しては、無償保障に応じること。

7-2-2
無償保障期間中の障害発生時には速やかに所要の保守修理に応じるよう点検保守体制を
整えること。

7-2-3 障害時において、迅速なるサービスが対応されていること。

7-2-4 ２４時間電話対応可能な体制を整備していること。

7-3 教育訓練等に関しては以下の要件を満たすこと。

7-3-1 教育訓練は病院の職員と協議の上、随時指定する日時、場所で行うこと。

7-3-2 操作マニュアルは各装置について日本語版を各１部提供すること。　

7-4 装置の性能向上に関すること。

7-4-1

売買契約後、納品までの間に新機種開発により同等機種以上の性能があり、型式変更また
は機能付加された場合は病院と協議の上、病院の指定する機種を契約金額内にて納入する
こと。またそれにより設置条件等に変更が生じた場合、速やかにその情報を病院へ提供し、
病院と協議を行い納期に支障を来さないようにすること。

7-4-2 その他本仕様書に記載されない事項については適宜病院との協議に応ずること。

5　現有の放射線治療装置の撤去に関すること



特記仕様書

妨害又は、不当介入に対する通報義務

　落札者は、反社会団体等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に業務を完了できないとき
は、甲に履行期間の延長変更を請求することができる。

　落札者は、契約の履行に当たって、反社会団体等から事実関係及び社会通念等に照らして合理的な
理由が認められない不当若しくは違法な要求又は契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警
察に通報をしなければならない。


